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徳山ダム建設中止を求める会通信
No.31(2000. 3. 1
事 務 局  丁EL/FAX 058478‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

徳山ダム 0本体工事入札に抗議する
大型猛きん類保護については何ら策を講じないまま、 3月 15日 、公団は予定通り「本

体工事」の入札を行いました。 13日 は私たちが中部地建に、 14日 はNACS一 Jが環
境庁・建設省・水公団に、それぞれ工事中止を申し入れましたが、「地元の要望」「20
07年完成は遅らせられないJの一点張りです。事業目的を失い、自然を破壊し、世界一

の財政借金をさらに膨らませ、それでも土建事業を強行していく「日本」。こんなことを

続けさせていて)よ、次世代は真っ暗闇です。

地元推進派は「本体着工Jを大声で叫んで、「もう後戻りはできない」と印象づけよう

としています。 しかしこの一期工事では堤体の盛り立てには至りません。「今からでも理

くはない」のです。無駄な「公共事業」をやめさせ、徳山の地を豊かな自然の象徴とし/て

残すために、さらに前進しましょう |

<入オL結果>工事名 :「徳山ダZ、堤体建設一期工事J

落札業者 :熊谷 。大成 。青木特定建設工事共同企業体

. (株 )熊谷組/大成建設 (株)/(株 )青木建設
工期 :2000年 3月 16日 から2003年 9月 6日 まで (1270日 間)
落札金額 :¥14,175,000,000  .

収用委始まる (1月 28日)/次回審理は5月 17日
「端元会長の適格性をめぐ議論だけで第 1回 は終わらせる」というこちらの目標通りで

した。もっとも収用委はその議論そのものを封殺しようとすると予想して臨んだので、冒

頭から「会長資格に関する問題なので、審理指揮を会長代理と交代してこの問題を審理す

る」とし、意見書で会長資格問題に触れた地権者が指名されて口述するという形になった

ので戸惑ってしまった人も出ました。端元会長 1/■、他の地権者に対する収用委審理では、

地権者に対して「土地収用法を勉強しなおせ」などと暴言を吐いた人物。このことで傍聴

していた私たちが抗議し、新聞でも取り上げられたことから、「形の公正さJを繕うよう

に路線変更をしたのだと思われます。しかし「反対グループの主張を容れて非を認めるこ

とはできない」という端元―梶原の姿勢は鮮明であり、「本人も辞任はしない」と述べて

いることから、結論的にIよ 「端元会長Jの まま審理を強行していくでしょう。

次回 |ま 「事業認定取消訴訟を争っている中で、収用を論議するのは納得できない」とい

うことを主要な問題とすることになるでしよう。収用委もこちらの動きを読んで作戦を練

っていることが分かりま t′ た。土地収用法 63条の「土地所有者及び関係人は 。・・口頭

で意見を述べることができる」となっている規定を全面的には否定して来ない以 上́、常に

に日述できるメモ・原稿を準備しておく方が良いようです。        .
次!コ審理の「作戦」は、運営委で討論して、5月 初めまでにお知らせしま

す。
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。
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ダ
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ダ
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瘤鷺カダ ム 諦押り 第 5回 口頭弁論行われ ま し′た (3月
1日 )

徳山ダムは、水資源開発基本計画 (フルプラン)に基づいて水資源開発公団が建設す
る

水資源開発ダムです。ところが、被告・建設大臣が提出した準備書面
に出てくる数字は、

公団の一職員が作成した資料に元にしたもので、フルプランに基
づくものではありません。

しかもその「予測」は、例えば人口でいえば厚生省予測とは全く異な
るもの (「人日はど

んどん増える」)で、行政内部の一貫性もありません。

被告側は「徳山ダブ、には多数の目的があり、その一つでも合理性
があれば、ダム建設に

は合理性があるJと いう寝ぼけた主張を展開し、
「あれもこれも」で十年裁判に持ち込ん

で判決前にダムを作うてしまおうとしています。また、事業認定
の違法性を裁判で争って

いる
'間
にも、行政は事業を進めてしまうことができるという今の法律もおかしなも

のです。

こうしたことを変えていくのも世論の力です。皆さんの声に期待します。

次回からは、利水問題立証の具体的な計画が固ま■〕て来るはず
です。

住民訴訟の方も、ようやく利水の実態論に入りはじめました。

裁判日程 :5月 10日 (水)/7月 12日 (水)/9月 13日 (水 )

いずれも岐阜地裁で 13時 30分から。

<こ れまでの行動や話題はたくさんありますc新聞記事を利用してお伝えします。>

徳山ダムワシタカ類保護/申弁違シンポ (2月 5日 )

子の官の日本早鮮冒購」
・
ξ貰進装壬ざ才ぞ言繁。

まとめたものが

徳山ダム建設中止を求lllる会
口岐阜県議会各会派に申し入れ (3月 1日 )

「水は要らない」揖斐J:i下流地域五町の町長の意向、

岐阜県議会で明らかになる (3月 10日 )

徳山ダム建設中止を求める会・中部地建に申し入れ (3月 13日 )

日本自然保護協会、徳山ダムエ事中止を申し入れ (3月 14園 )

■……暮万繭蔚を話轟万競I艘稽IF」nl・耳
・
1:蕊1: 4月 22日 はアースデイ。その連帯の建

|す仮止め堰堤、私たちの共有地、住人が去っても今も花を咲か
せる庭木…。ご一緒で

|

1.in在■.書牽i二] 2ヽ■.1.だ .奎.L)3,.14.].l.PJll■ 1.4生 I.イ主主?_■■)_……J
会費およびカンパのお願も`

.少 しでも多 くのカンパもお願い今は、徳山ダ    止に向けての運動
し

瑾島奮7農重三二  詔 i21′ l磋   鸞 嵯ξ『 ま求、β
′肝 ]:壬λ

でも多 く一般会員に誘って下さることをお願いします。

峠めよ:徳山ダ蜘徳憾ム魔苛劉甲紀観瑠ξ霧見判雫 ifTり
子

事務局 大垣市田町 1-20-1
郵便振替 100800-7-31632   「 mdl i tokuyarlaOgeocittes cO.Jp
URL i hipプ /、v、v、v.gcocities_co il〕 /W allStrcet/1214/
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徳
幽
ダ
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本
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１
期
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事
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長
く
待
ち
望
ん
で
き
た

「
揖
斐
川
流
域
住
民
の
生
命

と
生
活

を
守
る
市
町
村
連
合

」

会
長
　
小
倉
満
大
垣
市
長
　
ダ

ム
本

体

工
事

が

始

ま

る

こ
と

は
、
常

に
洪
水
の
危
険

に
さ
う

さ
れ
て
き
た
揖
斐
川
流
域
に
住

む
私
た
ち

に
と

っ
て
、
長
く
待

ち
望
ん

で
き
た
こ
と
だ
。
今
後

は
、
環
境

に
配
慮
し
た

工
事
を

進
め
ら
れ
、　
一
日
も
早
く
ダ
ム

を
完
成
さ
れ
る
よ
う
、
な
お

一

層

、
積

極

的

に

要
望

し

て

い

ど
、。

建
設
省
，公
団
に
抗
議

「
徳
山
ダ

ム
建
設
中
止
を
求

め
る
会

」
　

上
田
武
夫
代
表

自
然
生
態
系
保
全

を

一
顧
だ

に

し
な
い
建
設
省

。
公

団
に
対
し

て
強

く
抗
議
す
る
。

「
徳
山
ダ

ム
が
な
け
れ
ば
住
民
は
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
」
と
い
う

の

も
全
く
非
科
学
的
。
建
設
省

・

公
団
は

「
徳
山
ダ
ム
の
水
が

い

る
」
と
い
う
根
拠

も
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
徳
山
ダ
ム
は
明

ら
か
に
目
的

を
失

っ
た
事
業

。

さ
ら

に
運
動
を
前
進

さ
せ
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

ワ
シ
タ
カ
の
今
後
懸
念

日
本
野
鳥
の
会
県
支
部
　
大

塚
之
稔
支
部
長

　
ワ
シ
タ
カ
類

を
ど
う
保
全
し
て
い
く
か
方
向

が
見
え
な
い
ま
ま
ダ
ム
が
着

工

さ
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
、
ヮ
シ

力
類

の
今

後

に
懸

念

が

残

る
。
今
思
う
の
は
、
そ
の

一
点

だ
。

（
昨
年
八
月
、
ィ
ヌ
ヮ
シ

な
ど
の
保
護
策
を
め
ぐ
る
意
見

対
立
か
ら
、
水
資
源
公
団
設
置

の

「
徳
山
ダ
ム
ワ
シ
タ
カ
類
研

究
会

」
委
員
を
辞

任
）

百
四
十

一
億
七
千
五
百
万
円

で

落
札
し
た
。
構
想
か
ら
四
十

三

年
を
経

て
ダ
ム
建
設
工
事
が
本

格
化
し
、
完
成
は
二
〇
〇
七
年

度
の
予
定

。

徳
山
ダ
ム
は

一
九
五
七
年
、

構
想
が
示
さ
れ
た
ぃ
水
没
す
る

徳
山
村
は

一
九
八
七
年
に
藤
橋

村
に
編
入
合
併
さ
れ

て
廃
村
と

な
り
、
八
九
年
ま

で
に
四
百
六

十
六
戸
す

べ
て
の
村
民
と
の
移

転
補
償
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
。

し
か
し
、
事
業
用
地
の
四
割
が

共
有
地
と
い
う
複
雑
な
事
情
も

あ
り
、
用
地
買
収
が
難
航
し
た
。

こ
う
し
た
中

で
、
九
七
年
に

34t

す意見

●曰 |イし

徳
山
ダ
ム
挫
設
地
と
な

っ
て

い
る
蕨

橋
村
の
定
例
会
は
十
五

日
が
最
終
日
。
念
願

の
本
体
工

事
の
入
札
を
歓
迎
し
て
、
水
資

源
開
発
公
団
な
ど
に
支
援
、
協

力
を
求
め
る
村
活
性
化
事
業
整

備
促
進
の
請
願

を
採
択
し
た
。

請
願
は
、
村
商

工
会
有
志
か

ら
出
さ
れ

「
村
の
活
性
化
事
業

の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

公
団
を
は
じ
め
、
建
設
工
事
関

係
企
業
各
社
に
支
援
、
協
力
の

申
し
入
れ
を
行
う
た
め
、
議
会

の
採
択
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
内
容
。

こ
の
日
の

一
般
質
問
で
も
、

徳

山
ダ
ム
に
関
す
る
質
問
も
あ

っ
た
。

「
村
活
性
化
条
例
を
設

置
し
て
ダ
ム
エ
事
葬
〓受
注
さ
れ

る
企
業
か
ら
工
事
費
の
二
、
三

％
を
協

力

い
た
だ
け
な
い
か
、

研
究
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
間

い
に
、
島
中
敏
朗
村
長
は

一
県

な
ど

の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、

国
内
最
大
級
の

徳
山
ダ
ム
を
取
り

巻
く
社
会
状
況
は

事
業
開
始
時
点
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
た
。
現
在
の
焦
点
は
大
き

上
流
仮
締
め
切
り

堤

は
ほ

ぼ
完
成

徳
山
ダ
ム
の
本
体
が
建
設
さ

れ
る
ダ

ム
サ
イ
ト
付
近
。
昨
年

十

一
月
、
損
斐
川
の
流
れ
を
変

え
る
転
流

工
事
が
行
わ
れ
、
す

で
に
上
流
仮
締
め
切
り
堤

が
ほ

ぼ
完
成
。
下
流
側
は
河
床
を
見

せ
、
善
実
に
工
事
が
進
ん

で
き

た

こ
と
を
感

じ
さ
せ
た
。

一
方

ハ

旧

徳

山
村

の
中

心

部
。
夏
場
に
旧
住
民
が
戻

っ
て

住
ん
で
い
た
家
の
玄
関
に
は
、

冬
場
で
家
を
空
け
る
た
め
か
、

板
が
張
ら
れ
て
い
た
。
雪
に
覆

わ
れ
た
河
川
敷
の
横

で
は
、
護

岸

工
事

の
重

機

が
動

い

て

い

た
。山

々
の
残
雪
が
と
け
、
新
緑

を
迎
え
る
五
月
ご
ろ
、
本
体

工

事
の
た
め
の
重
機

の
音
が
響

く

こ
と
に
な
る
。

納
得
で
き
る
解
決
策
を

上流仮締め切り堤 (右後方)力 まヽほ完成し
本体着工を待つダムサイト付近=藤橋村で

（鶴

Ｕ

臨

細
″
鋭

４３
年
を
経
て
、
本
格
的
な
工

事
に
踏
み
出
す
。
し
か
し
、

ク

マ
タ
カ
、
イ

ヌ
ワ
シ
な
ど

の
希
少
猛
き
ん
類
の
保
護
を

め
ぐ
り
、
十
分
な
調
査
を
求

め
る
自
然
保
護
団
体
や
、
反

７
年
度

甲
の
完
成
に
間
に
合

わ

な

い

と

い

う

事

情

が
あ

る
。
公
団
は
、
建
設
に
伴
う

岐
阜
県
や
地
元
市
町
村
の
負

担
金
に
か
か
る
金
利
は
、
完

成
が
１
年
遅
れ
る
た
び
に
計

約
９０
億
円
増

え
る
と
説
明
す

る
。
梶
原
拓
知
事
も

「
ワ
シ

が
発
表
さ
れ
、
７６
年

に
は
治

水
、
利
水
な
ど
の
機
能
を
加

え
た
多
目
的
ダ
ム
と
し

て
事

業

実

施

計

画

が

認

可

さ

れ

た
。
高
度
成
長
期
に
立

て
ら

れ
た
水
需
要
計
画
に
対
す
る

疑

間

の
声

も

上

が

っ
て

い

る
。
岐
阜
県
内
の

一
部
の
自

明
餅
幌
金
利
負
担
増
恐
れ
見
切
り
発
車

弗
驚
ユ

間
に

一
致
点
は
見
い
だ
せ
て

　

，
タ

カ
類
の
調
査
も
ひ
と

つ
　

水
道
の
需
要
は
ま
か
な
え
る

い
な
い
。
見
切
り
発
軍
で
工

　

の
選
択
だ
が
、
そ
の
た
め
に

　

と
し
て
新
た
な
ダ
ム
の
水
の

事
を
進
め
る
公
団
に
対
し
、
　

県
員
の
負
担
が
増
え
れ
ば
、
　

導
入
に
否
定
的
だ
。
着
工
に

反
対
派
か
ら
の
比
判
が
高
ま

　

全
市
町
村
の
理
解
を
得
な
け

　

は
こ
ぎ

つ
け
た
も
の
の
、
公

る
の
は
必

至
だ
。
　

　

　

　

　

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
着
工
延

　

団
に
は
徳
山
ダ
ム
建
設

へ
の

公
団
が
本
体
工
事
の
入
札

　

朗
を
否
定
す
る
。
　

　

　

　

　

批
判
に
応
え
る
義
務
が
依
然

を
行

っ
た
の
は
、
今
年
度
中
　

　

徳

山
ダ
ム
は
１
９
５
７
年

　

残

っ
た
ま
ま
だ
。

に
着
工
し
な
け
れ
ば
２
０
０

　

に
発
電
用
ダ
ム
と
し

て
構
想
　

　

　

　

　

　

【
北
川
　
功
】

く
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
ダ

ム
の

目
的

に

つ
い
て
の
議
輸

で
、
利

水
一囲
で
は
、
担
斐
川
流
域
市
町

村
や
企
業
が

「
余
計
な
水
は
い

ら
な

い
」
と
の
見
方
を
示
し
て

お
り
、
公
団
が
主
張
す
る
ダ
ム

の
効
用
は
未
知
数
だ
。

下
流
域
の
要
望
が
強
い
治
水

面
で
も
、
建
設
省
が
掲
げ
る
百

年
に

一
度
の
洪
水

に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
徳
山
ダ
ム
の
み
で

は
不

十
分

で
、
護
岸
改
修
や
河

床
掘
削
も
合
め
た
総
合
的
な
対

策
が
必
要
と
さ
れ
る
。

も
う

一
つ
の
焦
点
は
建
設
地

周
辺
の
環
境
保
護
策
。
希
少
大

型
猛
き
ん
類

の
保
護
問

題
が
象

徴
的
事
例

と
し
て
ク

ロ
ー
ズ

ア

ツ
プ
さ
れ
、
公
団
は

二
年
半

近

い
時
間
を
か
け
て
ワ
シ
タ
カ
の

生
患
実
態

を
調

べ
、
保
護
策

を

検
討

し
て
き
た
が
、
公
団
が
助

言
を
求

め
て
き
た

「
ワ
シ
タ

カ

類
研
究
０
ご
　
一，日
本
自
然
保
護

協

会

」

と

も

「
調

査

が

不

十

濾聯　　　̈一

中る中．ヒれ疑抑̈抑碑螂］一 っ
て

い
る
、
と
う
わ
さ
さ
れ
る

ほ
ど
の
巨
大
事
業
だ

っ
た
。
同

種
の
巨
大
３
業

で
あ
る
諫
早
湾

の
千
拓
や
長
良
川
河
□
堰
建
設

で
も
環
境
問
題
は
大
き
な
焦
点

と
な

っ
た
。

流
域
住
民
の
生
命

・
財
産
を

守
る
た
め
に
ダ
ム

の
早
期
完
成

が
不
可
欠
だ
と
い
・つ
公
団
の
主

張
に
は

一
理
あ
る
が
、
員
重
な

自
然
環
境
も
ま
た
国
民
全
体
の

財
産

。
公
団
を
含
め
た
行
政
側

に
は
、
だ
れ
も
が
納
得

で
き
る

解
決
策

を
示
す
義
務
が
あ
る
。

（岐
阜
支
社

・
加
賀
大
介
）

徳山ダム本体入札

藤辱

活
性
化
事
業

へ
支
援
期
待

徳

１１１
ダ
ム
本
体

の
建
設

工
事
の
入
札
が
十

五
日
行
わ
れ
、
建
設
計
画
は
、
本
体
者

工
の
動
き
が
具
体
化
し
て
い
る
。

の
建
設
予
定
地
周
辺
の
様
子

旧
徳
山
村
民
の
感
慨
、
賛
否
の
声
、
藤
橋
村
議
会
の
動
き
を
追

っ
た
。

旧
徳

」ＬＩ
村
民
は
こ
の
日
を
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
で
迎
え
た
。

北

方

町

の
集

団

移

転

先

で

は
、
入
れ
が
あ

っ
た
と
炉
う
情

報

が

あ

ま

り
伝

わ

っ
て

お

ら

ず
、
旧
村
民
た
ち
は

「
こ
れ
で

本
体
者

工
」
と
い
う
こ
と
に
ぴ

１

日

も

早

い

完

成

望

む

梶
原
拓
県
知
事
　
揖
斐

川
流

域
住

民
が
強
く
望
ん
で
い
た
徳

山
ダ
ム
本
体
の
建
設
工
事
が
発

注
さ
れ

た
こ
と
を
県
と
し
て
喜

ぴ
た
い
。
今
後
と
も
ダ
ム
周
辺

の
自
然
環
境

に
配
慮
し

つ
っ
、

直
接
の
利
害
関
係
を
有
す
る
当

事
者
の
流
域
住
民
の
願
い
に
こ

た

え
、　
一
日
も
早
く
徳
山
ダ
ム

が
完
成

す
る

こ
と
を
望
ん

で
い

る
。

ん
と
き

て
い
な

い
様
子
。
こ
の

日
は
特
別
な
動
き
は
な
か

っ
た

と

り

つ
。

北

方

町
芝

原
中

町

（
集
団
移
転
先
）
の
大
牧
冨
士

夫
さ
ん
Ｑ

し
は

「
と
う
と
う
木

体

工
事
を
や
る

の
で
す
か
。
無

駄
な
公
共
工
事

の
象
徴
と
言
わ

れ
て
い
る
の
に
」
と
、
厳
し
く

受

け

止
め

る

。

大

牧

さ

ん

は

「
と
に
か

く
さ
み
し
い
」
と
も

述

べ
た
。

本
巣
町
の
文
殊
団
地

（
旧
村

民
の
集
団
移
転
先
）

に
住
む
付

瀬
惣
市
さ
ん
貧
し
は

「
遅
か

っ

こ
の

日

た
け
れ
ど
、
よ
う
や
く
め
ど
が

つ
い
た
」
と
、
ほ

っ
と
し
た
表

惜
。
た
だ

一
特
別
な
感
慨
の
よ

う
な
も
の
は
な
い
。
時
間
が
あ

ま
り
に
た
ち
す
ぎ
た
」
と
も
話

す
。

◇

ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
が

「
早
期
に
完
成
す

べ
き
ダ
ム
」

と
の
答
申
を
出
し
、
九
八
生
十

二
月

に
は
建
設
相
が
土
地
収
用

法
に
基

づ
さ
事

業
認
定
。
本
体

工
事
に
向
け
た
関
連
工
事
が
始

ま
る
と
と
も
に
、
未
買
収
地
の

収
用
手
続
き
も
本
格
化
し
て
い

る
。一

方
、
ダ
ム
予
定
地
周
辺
で
、

絶
滅
危
惧
種
の
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク

マ
タ
カ
な
ど
の
生
息
が
明
ら
か

に
な
り
、

日
本

自

然

保

護

協

会

が

現

時

点

で
の

着

工

に
反

対
。
士
■
に
、
建
設
目
的
の

一
つ
、

水
需
要
が

な
く
な

っ
た
な
ど
と

し

て
反

対

運
動

が
続

い

て
い

る
。
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